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＝国公立中学校卒業予定者数、前年度比 905 人増＝  

10
月
４
日
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
９
月
１
日
現
在
で
実
施
し
た
「
令
和
４
年
度
高
等
学
校
進
学
希
望
者
数
等
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。 

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
今
年
度
末
の
国
公
立
中
学

校
卒
業
予
定
者
数
は
４
４
，
０
０
５
人
と
昨
年
度
と

比
べ
て
９
０
５
人
増
と
な
っ
て
お
り
、
高
等
学
校
進

学
希
望
者
数
も
９
２
１
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
現
時

点
で
の
定
時
制
・
多
部
制
（
県
内
）
へ
の
進
学
希
望

者
は
７
９
９
人
と
昨
年
よ
り
53
人
増
加
し
、
通
信
制

へ
の
進
学
希
望
者
も
県
内
公
立
１
４
７
人
（
昨
年
同

期
比
23
人
増
）、
広
域
通
信
制
へ
は
１
，
１
６
８
人

（
昨
年
同
期
比
２
３
５
人
増
）
と
昨
年
を
大
き
く
上

回
る
状
態
で
す
。
昨
年
度
ま
で
は
中
学
校
卒
業
予
定

者
数
の
減
少
が
続
き
、
過
去
５
年
間
だ
け
で
も
全
県

で
１
０
０
学
級
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
中

学
校
卒
業
予
定
者
数
は
、
全
県
的
規
模
で
は
増
加
に

転
じ
ま
し
た
が
、
第
４
・
第
５
学
区
の
公
立
高
校
志

望
者
数
の
減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
ら
ず
、

２
０
２
１
年
度
入
試
に
お
け
る
学
区
ご
と
の
実
態
を

ふ
ま
え
る
と
、
全
県
的
規
模
で
は
学
級
増
が
抑
え
込

ま
れ
る
懸
念
も
拭
え
ま
せ
ん
。 

「
す
べ
て
の
希
望
す
る
人
に
後
期
中
等
教
育
を
保

障
す
る
」
た
め
に
は
、
進
学
設
定
率
を
１
０
０
％
に

し
、
希
望
者
全
員
の
入
学
を
保
障
す
る
募
集
計

画
の
策
定
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

と
り
わ
け
、
定
時
制
・
多
部
制
・
通
信
制
の
学

級
数
拡
充
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
今
回
の
調

査
結
果
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
ま
た
、
広
域
通
信
制

進
学
希
望
者
が
増
加
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
そ
の
背
景
を
分
析
し
、
多
様
な
生
徒
の
学
び
に
対

応
で
き
る
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校
づ
く
り
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
と
り
く
み
も
必
要
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
、
家
計
状
況
の
悪
化
等

子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
状
況
に
厳
し
さ
が

増
し
て
い
ま
す
。
兵
高
教
は
兵
教
組
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学

び
を
保
障
す
る
観
点
に
立
ち
、
高
校
教
育
改

革
の
進
捗
状
況
や
各
学
区
の
抱
え
る
課
題
解

決
を
基
本
に
据
え
、
全
県
的
・
中
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
て
と
り
く
み
を
す
す
め
て
行
き

ま
す
。 

県教委記者発表資料より 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

日政連・第 26回参議院議員選挙候補予定者 

Paying tribute, taking action. 
 

第４０回高校教育シンポジウムのご案内 
 
☆全国の高校のなかまとともに、学校・地域の実態に基づいたカリキュラム

づくりや現場からの高校改革、インクルーシブな高校づくりなどの課題解

決にむけて協議し、学び、考えを深める貴重な機会です。 
 

と き：１１月６日（土）13:00～17:00 
 

形態： 「Zoom」によるWeb集会（自宅からでも参加できます） 
 

内容： 
①基調報告 中谷正史日教組高校・大学部長 
 
②シンポジウム 「新たな学びの構築へ」 

 参加者：菊地 栄治さん（早稲田大学）  

澤田 稔さん（上智大学）、 

中田 正敏さん（神奈川県高等学校教育会館教育研究所） 

コーディネータ: 本間正吾さん（神奈川県高等学校教育会館教育研究所） 
 
③分科会 
第１分科会「カリキュラム編成、進路保障」 

   《報告》神奈川高「ＥＳＤのとりくみ」について 

     共同研究者：澤田 稔さん、中田正敏さん 
 
第２分科会「高校再編、高校入試改革、大学入試改革」 

   《報告》岩手高「学校統廃合」について 

     共同研究者：菊地栄治さん 
 
第３分科会「定時制・通信制教育」 
《報告》熊本高『定時制・通信制高等学校生活実態白書』について 

   共同研究者：生駒俊樹さん（京都芸術大学）、本間正吾さん 

※第３分科会は、後半「夜間定時制」「多部制」「通信制」の 

３つの分散会を行います。   
  ★各分科会とも「新型コロナウイルス感染症にともなう学校の現状ととり

くみ交流」を行うとともに、「インクルーシブな学校づくり」をテーマに協

議を行います。 
  

◆参加を希望される方、詳しく説明を聞いてみたいという方は、電話かメ

ールで書記局までご連絡ください。女性・青年層の参加を歓迎します。 

参加申し込みは１０月２８日（木）までにお願いします。 

第１回拡大闘争委員会開催 
 

と き １０月３０日（土）１１:３０～１２：３０ 

ところ 書記局会議室 

内 容 対県確定交渉の動向・課題、 

方針 など  
★各支部・専門部の代表者を中心に 
参加をお願します。 

 

高校生平和大使を支援する兵庫県実行委員会第２回総会 

第２４代高校生平和大使活動報告会 
 
１０月１０日（日）１４：００より、兵庫県学校厚生会館において、高校生平

和大使を支援する兵庫県実行委員会総会および活動報告会が行われま

した。 

 実行委員長あいさつに続き、被爆二世である黒田一美さん（副実行委員

長・兵庫県議会議員）より、ご自身の想いを語っていただきました。黒田さん

のお母様は看護師として広島に動員され、被爆されたそうです。お母様は原

爆投下後の「黒い雨」にあたらず、かろうじて生き延びることができました

が、同僚の看護師や医師の多くは次々と亡くなられたとのことでした。「母が

もし被爆後亡くなっていたら、戦後生まれの私は今ここにいない」と語られ、

核兵器の恐ろしさ、非人道性を訴え、核廃絶と恒久平和を希求する高校生

平和大使の活動にエールを送りました。 

 その後、第２４代高校生平和大使の岡本美里さん（小林聖心女子学院）と

サポートチームの片瀬奏磨さん（報徳学園高校）、 長冨日向さん（甲南女

子高校）の３人より、８月の「高校生平和集会 in 長崎」での体験や感想、こ

れまでのとりくみと今後の計画等の報告がありました。 

今年も新型コロナウイルス感染症は収束せず、２年続けてジュネーブの

国連欧州本部派遣は叶いませんでした。８月末に予定されていた結団式

も、１２月に延期されています。このような状況下にありながらも、兵庫の平和

大使とサポートチームは長崎の平和集会で出会った他県の平和大使とオ

ンラインで交流を重ね、WebサイトやSNSで発信を続けています。 

高校生による活動報告の後、長谷川洋子事務局長（ＪＰ労組）より、１月

以降の活動経過報告、会計報告、活動方針、今後のとりくみが提起され、承

認されました。 

最後に、参加者と高校生の間で意見交換が行われ、高校生からは「大

人のみなさんからも、もっとさまざまな活動の提案やアドバイスをいただきた

い」、参加者からは「高校生平和大使とサポートチームの活動を、周りの同

世代の人たちにどんどん広げてほしい」等の発言がありました。 
  
 

 

 

 

 

 

第２４代高校生平和大使（兵庫）とサポートチームのサイト 

“Youth Peace Messengers”をぜひ一度ご覧ください。 

https://youthpeacemessenge.wixsite.com/heiwa 

 

 

 

 

 

Webサイト          Instagram            Twitter             

兵庫県公立学校教員採用候補者選考試験 

合格者のみなさま、おめでとうございます！ 
 

★第一志望区分で２次試験を受験 

された兵高教組合員のみなさんは 

全員合格されました！！ 
 

採用試験対策は兵高教にご相談ください♪ 


